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ハーフメタル性を示す La1-xSrxMnO3 (LSMO) は、Srの置換量によって様々な
秩序や相転移を示す物質として興味を集めているだけでなく、磁気トンネル接合
などの応用でも期待されている。しかし、その小さな保磁力 (HC) は応用上問題
となっている。Yamadaらにより、LSMOの Mnサイトの一部を Ruで置換する
ことで試料の保磁力が増加することが報告された [1] 。Yamada らはこの原因を
Mnと Ruのスピンが反強磁性的に結合し、Mn4++Ru4+→Mn3++Ru5+なる電荷移動
が起こることで説明した。そこで我々は、Mnと Ruの電子状態・磁気状態を調べ
るために、元素選択的に化合物内の原子の磁化を測定することのできる X 線磁気
円二色性 (X-ray Magnetic Circular Dichroism：XMCD) を用いて、Mnと Ruの
磁化を分離して測定した。その結果を図１に示す。図１から、Mnと Ruのスピン
が反対向きであることが確認でき、Yamada らの主張を支持していることがわか
った。また、Ru 内殻の XMCD に総和則を適用することによって，有限の軌道磁
気モーメントを確認した。さらに測定結果を解釈するために、講演では、Ruにつ
いて様々な価数状態を仮定したクラスターモデル計算と実験結果を比較し Ru の
電子状態を議論する。 
本研究の一部は、PF支援課題として SPring-8 BL23-SUで行われた。 
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図 1: Mn 2p  (左) と Ru 3p内殻 (右) の XMCDスペクトル 


